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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を圧縮する圧縮機と、冷媒と空気とを熱交換させる第一熱交換器と、送風機と、冷
媒と熱媒体とを熱交換させる第二熱交換器と、を内部に収納する筐体と、
　前記筐体内の空間を、前記圧縮機が収納された機械室と、前記第一熱交換器、前記送風
機及び前記第二熱交換器が収納された送風機室とに仕切る仕切板と、
　前記第二熱交換器を内部に収納した収納容器と、を備え、
　前記収納容器は、
　前記第二熱交換器から延びる配管を側面から外部へ連通させるための第一開口部と、
　前記第一開口部の周囲に設けられ、前記側面から外側に向かって突出した突出部と、を
含んで構成され、
　前記仕切板は、前記配管を通すための第二開口部を含んで構成され、
　前記収納容器は、前記第二開口部を通じて前記送風機室の側から前記機械室の側へ前記
配管を通すとともに前記突出部が前記第二開口部に嵌合するように設置されることを特徴
とするヒートポンプ装置。
【請求項２】
　前記収納容器は、
　前記第二熱交換器の側面側及び底面側を覆う側面部と、
　前記側面部の上側に配置され、前記第二熱交換器の上面側を覆う蓋部と、を含み、
　前記蓋部は、前記仕切板から離れる方向にスライドさせて取り外し可能に構成されてい
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ることを特徴とする請求項１に記載のヒートポンプ装置。
【請求項３】
　前記第二開口部は、前記仕切板の下端側から上方に向かって矩形に切り欠いた切欠き部
として構成され、
　前記切欠き部は、閉口側から開口側に向かうにつれて切欠き幅が拡がるように傾斜した
傾斜部を含んで構成され、
　前記突出部を構成する側面のうち前記傾斜部に対応する側面は、前記傾斜部と同じ傾斜
角で傾斜するように構成されていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のヒー
トポンプ装置。
【請求項４】
　前記第二開口部は、前記切欠き部の開口側の端部に角Ｒが形成されていることを特徴と
する請求項３に記載のヒートポンプ装置。
【請求項５】
　前記突出部は、前記側面における後方部に設けられ、
　前記配管は、前記機械室において前記圧縮機の後方側に取り回されるように構成される
ことを特徴とする請求項１から請求項４の何れか１項に記載のヒートポンプ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒートポンプ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　外気から吸収した熱を用いて水などの液状熱媒体を加熱するヒートポンプシステムが広
く用いられている。特許文献１には、このようなヒートポンプシステムの室外機として、
圧縮機、空気冷媒熱交換器、減圧手段及び水冷媒熱交換器を順次冷媒循環配管で接続した
ヒートポンプサイクルを筐体内に備えた室外機が開示されている。この室外機では、仕切
板によって区画した筐体内の一方に圧縮機が搭載され、もう一方の区画には送風ファンと
水冷媒熱交換器が設けられている。そして、仕切板の前方下部には水冷媒熱交換器から延
びる配管を圧縮機の側に通すための切欠き部が形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】日本特開２０１１－１９６５６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の室外機では、以下の問題がある。水冷媒熱交換器は保護カバーにより覆わ
れている。保護カバーは仕切板の切欠き部に係合される。しかしながら、この保護カバー
は、切欠き部を完全に塞いでいない。このため、送風ファンの側の虫または小動物などに
代表される異物が切欠き部の隙間から圧縮機の側に侵入するおそれがある。これらの異物
は、圧縮機の側に配置されている電子部品の故障の原因となる。
【０００５】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、送風機が配置された送
風機室側と圧縮機が配置された機械室側とを仕切板によって区画したヒートポンプ装置に
おいて、配管を通すための仕切板の開口を通じて送風機室側から機械室側へと異物が侵入
することを抑制することのできるヒートポンプ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るヒートポンプ装置は、冷媒を圧縮する圧縮機と、冷媒と空気とを熱交換さ
せる第一熱交換器と、送風機と、冷媒と熱媒体とを熱交換させる第二熱交換器と、を内部
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に収納する筐体と、筐体内の空間を、圧縮機が収納された機械室と、第一熱交換器、送風
機及び第二熱交換器が収納された送風機室とに仕切る仕切板と、第二熱交換器を内部に収
納した収納容器と、を備える。収納容器は、第二熱交換器から延びる配管を側面から外部
へ連通させるための第一開口部と、第一開口部の周囲に設けられ、側面から外側に向かっ
て突出した突出部と、を含んで構成される。仕切板は、配管を通すための第二開口部を含
んで構成される。そして、収納容器は、第二開口部を通じて送風機室の側から機械室の側
へ配管を通すとともに突出部が第二開口部に嵌合するように設置される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のヒートポンプ装置によれば、仕切板に開口した第二開口部が収納容器の突出部
に嵌合している。これにより、送風機室側から機械室側へと第二開口部を介して異物が侵
入することを抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１のヒートポンプ装置の内部構造を示す正面図である。
【図２】実施の形態１のヒートポンプ装置の内部構造を斜め前から見た斜視図である。
【図３】断熱部材及び仕切板の構成を示す斜視図である。
【図４】断熱部材を仕切板に嵌合させた状態を示す斜視図である。
【図５】断熱部材を仕切板に嵌合させた状態を示す背面図である。
【図６】断熱部材の突出部の配置を示す図である。
【図７】機械室の側から突出部及び切欠き部を見た図である。
【図８】断熱部材の突出部及び仕切板の切欠き部の形状の他の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して実施の形態について説明する。各図において共通する要素には、
同一の符号を付して、重複する説明を簡略化または省略する。また、本開示は、以下の各
実施の形態で説明する構成のうち、組み合わせ可能な構成のあらゆる組み合わせを含み得
る。
【００１０】
実施の形態１．
　図１は、実施の形態１のヒートポンプ装置の内部構造を示す正面図である。図２は、実
施の形態１のヒートポンプ装置の内部構造を斜め前から見た斜視図である。本実施の形態
のヒートポンプ装置１００は、室外に設置される。ヒートポンプ装置１００は、液状の熱
媒体を加熱する。本実施の形態での熱媒体は、水である。ヒートポンプ装置１００は、水
を加熱して湯を生成する。本発明における熱媒体は、例えば塩化カルシウム水溶液、エチ
レングリコール水溶液、アルコールなどでもよい。
【００１１】
　図１に示すように、ヒートポンプ装置１００は、筐体の底部を形成する底板７を備える
。底板７上には、前方から見て、右側に機械室２０が形成され、左側に送風機室２２が形
成されている。機械室２０と送風機室２２とは、鉛直方向に延在する仕切板６により隔て
られている。ヒートポンプ装置１００の外郭を形成する筐体は、上述した底板７の他、図
示しないフロントパネルと、バックパネルと、トップパネルと、を更に備える。フロント
パネルは、筐体の前面を覆う前面部と筐体の左側面を覆う左側面部とから構成されている
。また、バックパネルは、筐体の後面を覆う後面部と筐体の右側面を覆う右側面部とから
構成されている。トップパネルは、筐体の上面部を覆うように構成されている。筐体のこ
れらの構成要素は例えば板金材から成形される。ヒートポンプ装置１００の外面は、後面
側に配置された空気冷媒熱交換器４を除いて、この筐体によって覆われている。前面部に
は、送風機室２２を通った空気を排出するための開口が形成され、この開口には格子が取
り付けられている。なお、図１及び図２は、底板７以外の筐体の各部を取り外した状態を
示している。また、図１では、一部の構成機器の図示を省略している。
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【００１２】
　図１に示すように、機械室２０内には、冷媒回路部品として、冷媒を圧縮する圧縮機１
、冷媒を減圧する膨張弁３、これらを接続する吸入管及び吐出管等の冷媒管などが組み込
まれている。
【００１３】
　圧縮機１は、円筒形のシェルの内部にある圧縮部（図示省略）及びモータ（図示省略）
を備える。圧縮部は、冷媒の圧縮動作を行う。モータは、圧縮部を駆動する。外部から供
給される電力により圧縮機１のモータが駆動される。吸入管を通って冷媒が圧縮機１に吸
入される。圧縮機１の内部で圧縮された冷媒を吐出する吐出管が圧縮機１の上部に接続さ
れている。膨張弁３は、その本体の外側面にコイル組み込み部材が取り付けられている。
コイルに外部から通電することにより、内部の流路抵抗調節部を稼動させて冷媒の流路抵
抗を調節する。膨張弁３により、その上流側の高圧冷媒の圧力と、その下流側の低圧冷媒
の圧力とを調節できる。膨張弁３は、冷媒を減圧する減圧装置の例である。
【００１４】
　送風機室２２は、風路を確保するため、機械室２０より大きな空間を有する。送風機室
２２内には、送風機５が組み込まれている。送風機５は、複数枚のプロペラ翼とプロペラ
翼を回転駆動させるモータとを備える。外部から供給される電力によりモータ及びプロペ
ラ翼が回転する。送風機室２２の後面側には、送風機５に対向して、第一熱交換器として
の空気冷媒熱交換器４が設置されている。空気冷媒熱交換器４は、多数のアルミ薄板のフ
ィンと、アルミ薄板のフィンに多数密着して数回往復する長い冷媒管とを備える。それぞ
れのフィンは、縦長の矩形形状を有し、横方向に微小隙間を隔てながら積層された状態で
冷媒管に固定されている。空気冷媒熱交換器４は、Ｌ字状に曲がった平板状の外形を有す
る。空気冷媒熱交換器４は、ヒートポンプ装置１００の後面から左側面にかけて設置され
ている。空気冷媒熱交換器４の後面側の端部は、機械室２０の後側まで延びている。この
ため、仕切板６は、Ｌ字状に曲がった平板状の外形を有し、ヒートポンプ装置１００の前
面から空気冷媒熱交換器４の後面側の端部までの空間を仕切るように設置される。空気冷
媒熱交換器４では、冷媒管内の冷媒とフィン周辺の空気との間で熱を交換する。送風機５
により各フィン間を流れて通過する空気の風量が増やされて調節され、熱交換の量が増や
されて調節されている。空気冷媒熱交換器４は、冷媒を蒸発させる蒸発器の例である。
【００１５】
　送風機室２２の下部の底板７の上に、第二熱交換器としての水冷媒熱交換器２が設置さ
れている。水冷媒熱交換器２は、断熱部材８及び保護カバー９に覆われた状態で底板７に
設置されている。水冷媒熱交換器２は、長い水管と長い冷媒管とが密着した状態で、断熱
部材８に収納可能となるように曲げ成形されている。水冷媒熱交換器２内では、冷媒管内
の冷媒と、水管内の水すなわち熱媒体との間で熱を交換する。水冷媒熱交換器２内では、
水すなわち熱媒体が加熱される。水冷媒熱交換器２の上方に送風機５が配置されている。
【００１６】
　圧縮機１の出口部は、吐出管を介して、水冷媒熱交換器２の冷媒入口部に接続されてい
る。水冷媒熱交換器２の冷媒出口部は、冷媒管を介して、機械室２０内の膨張弁３の入口
部に接続されている。膨張弁３の出口部は、冷媒管を介して、空気冷媒熱交換器４の冷媒
入口部に接続されている。空気冷媒熱交換器４の冷媒出口部は、吸入管を介して、圧縮機
１の入口部に接続されている。各冷媒管の途中には、その他の冷媒回路部品が取り付けら
れていてもよい。
【００１７】
　ヒートポンプ装置１００が備える冷媒回路の密閉空間内には、冷媒が封入されている。
冷媒は、例えば、ＣＯ２冷媒でもよい。
【００１８】
　次に、実施の形態１のヒートポンプ装置１００の特徴的構成について説明する。実施の
形態１のヒートポンプ装置１００は、断熱部材８を仕切板６に嵌合させる構成に特徴を有
している。図３は、断熱部材及び仕切板の構成を示す斜視図である。また、図４は、断熱
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部材を仕切板に嵌合させた状態を示す斜視図である。
【００１９】
　図３及び図４に示すように、断熱部材８は直方体形状を有している。断熱部材８の側面
のうち仕切板６に接触する接触面８１には、水冷媒熱交換器２から延びる水管及び冷媒管
を外部へ連通させるための矩形の第一開口部１１が設けられている。また、第一開口部１
１の周囲には、仕切板６に向かって矩形形状に突出した突出部１２が設けられている。
【００２０】
　水冷媒熱交換器２が送風機室２２の側に配置されている構成では、水冷媒熱交換器２か
ら延びる配管を機械室２０の側へと通す必要がある。そこで、仕切板６には、第二開口部
としての切欠き部１０が設けられている。切欠き部１０は、仕切板６における断熱部材８
と対向する面の下端側から上方に向かって切り欠いた矩形形状の切欠きである。切欠き部
１０は、断熱部材８を底板７に固定した状態において、断熱部材の突出部１２が当該切欠
き部１０に隙間なく嵌合するように、その位置及び形状が定められている。
【００２１】
　送風機室２２は外部空間から空気を取り込む構造のため、外部空気とともに虫又は小動
物等が侵入することがある。このような異物が仕切板６の隙間から機械室２０の側に侵入
すると、機械室２０に設置されている電子部品の故障を引き起こすおそれがある。
【００２２】
　実施の形態１のヒートポンプ装置１００では、仕切板６の切欠き部１０が断熱部材８の
突出部１２に隙間なく嵌合している。このような構成によれば、仕切板６に隙間を生じさ
せることなく送風機室２２から機械室２０の側へと配管を通すことができる。これにより
、機械室２０への異物の侵入を抑制することができるので、ヒートポンプ装置１００の信
頼性を高めることが可能となる。
【００２３】
　また、断熱部材８は、その形状にも特徴を有している。図５は、断熱部材を仕切板に嵌
合させた状態を示す背面図である。この図に示すように、断熱部材８は、主に水冷媒熱交
換器２の側面側及び底面側を覆う側面部１３と、当該側面部１３の上側に配置され、主に
水冷媒熱交換器２の上面側を覆う蓋部１４とを含んで構成されている。そして、図５に示
す例では、側面部１３と蓋部１４との接触部のうち、突出部１２の周囲の接触部８２が他
の部分の接触部８３よりも低い位置に構成され、これらの間の接触部８４が、傾斜面によ
って構成されている。このような構成によれば、蓋部１４を仕切板６から離れる方向にス
ライドさせることができるので、仕切板６を外すことなく蓋部１４を取り外すことが可能
となる。これにより、断熱部材８内に収納されている水冷媒熱交換器２の状態を容易に確
認することが可能となる。
【００２４】
　また、断熱部材８は、突出部１２の配置にも特徴を有している。図６は、断熱部材の突
出部の配置を示す図である。この図に示すように、突出部１２は、断熱部材８の接触面８
１における後方部に設けられている。このような配置によれば、水冷媒熱交換器２から機
械室２０内へと延びる配管１６が圧縮機１の後方側に取り回される。これにより、圧縮機
１のサービスメンテナンスを行う際に水冷媒熱交換器２の配管が邪魔にならないため、誤
って配管を損傷してしまうことを防ぐことができる。
【００２５】
　上述した実施の形態１のヒートポンプ装置は、例えば以下のように変形した態様を採用
してもよい。
【００２６】
　断熱部材８は、内部に水冷媒熱交換器２を収納して送風機室２２に設置される収納容器
として構成されていれば、その形状は直方体形状に限らない。第一開口部１１についても
、水冷媒熱交換器２の配管が通る形状であれば、他の形状を採用してもよい。また、突出
部１２は、仕切板６の切欠き部１０に隙間なく嵌合する形状であれば、他の形状を採用し
てもよい。更に、仕切板６の切欠き部１０は、突出部１２と隙間なく嵌合する開口部とし
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て構成されていれば切欠き形状に限らず、例えば穴形状でもよい。
【００２７】
　図７は、断熱部材の突出部及び仕切板の切欠き部の形状の変形例を示す図である。なお
、図７は、機械室の側から突出部１２及び切欠き部１０を見た図である。この図に示す変
形例では、切欠き部１０は、閉口側から開口側へ向かうにつれて切欠き幅が拡がるように
傾斜した傾斜部１０１を含んで構成されている。そして、傾斜部１０１に対応する突出部
１２の側面１２１は、傾斜部１０１との間で隙間なく嵌合するように、同様の傾斜角で傾
斜している。このような構成によれば、断熱部材８の突出部１２を仕切板６の切欠き部１
０に嵌合させる際に、当該切欠き部１０が断熱部材８の突出部１２に引っ掛かり破損する
こと及び組み立て作業性が悪化することを防ぐことが可能となる。
【００２８】
　図８は、断熱部材の突出部及び仕切板の切欠き部の形状の他の変形例を示す図である。
なお、図８は、図７と同様に機械室の側から突出部１２及び切欠き部１０を見た図である
。この図に示す変形例では、切欠き部１０の開口側の端部に角Ｒ１０２が設けられている
このような構成によれば、断熱部材８の突出部１２を仕切板６の切欠き部１０に嵌合させ
る際に、当該切欠き部１０が断熱部材８の突出部１２に引っかかり破損すること及び作業
性が悪化することを更に防ぐことが可能となる。
【符号の説明】
【００２９】
１　圧縮機、　２　水冷媒熱交換器、　３　膨張弁、　４　空気冷媒熱交換器、　５　送
風機、　６　仕切板、　７　底板、　８　断熱部材、　９　保護カバー、　１０　切欠き
部、　１１　第一開口部、　１２　突出部、　１３　側面部、　１４　蓋部、　２０　機
械室、　２２　送風機室、　８１　接触面、　８２，８３，８４　接触部、　１００　ヒ
ートポンプ装置、　１０１　傾斜部、　１２１　側面、　１０２　角Ｒ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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